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データを正しく使って、説得力UP！ 

データ活用講座 

清流の国ぎふ 
マスコットキャラクター 

ミナモ 

岐阜県 環境生活部 

統計課 企画分析係 説明用 
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統計課 
マスコットキャラクター 

テルミー 

 



今回お話すること 

①データをよみとるコツ 
②労働にかかわる統計 
③政府統計の使い方 
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講義① 

データをよみとるコツ 

講義① 

データをよみとる時には、 
どこに気を付けたらいいの？ 
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データを見る場合の注意点 

• グラフの過剰演出に注意する。 

 

• 標本調査は、抽出方法に着目する。 

 

• 総数と割合の両面で考える。 

 

• 定義を把握し、トリミングに注意する。 
 

• 相関関係から、直ちに因果関係があると
は言えない。 
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 統計とは、 

一定の条件（時間・空間・標識）で定
められた集団について調べた（ある
いは集めた）結果を、集計・加工して
得られた数値 

※statisticsの訳語 

 「統（す）べてを計（はか）る」 
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 調査方法による統計の種類 

全数調査 

標本調査 

集団のもっている性質を調べるた
めに、その集団をつくっているもの
全部について行う調査 

集団の一部分について調べて、そ
の結果からもとの集団の性質を推
定する調査 

国勢調査、経済センサス調査、農林業センサス調査 など 

労働力調査、家計調査、社会生活基本調査 など 
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 標本調査のイメージ 

母集団 

標本 取り出す 

調査する 

推定する 
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全数調査と標本調査 

〇正確な結果 

〇細かな情報 

 

△費用がかかる 

△時間がかかる 

全数調査 

〇費用の削減 

〇時間の短縮 

 

△正確な結果が得づらい 

△細かな情報が得づらい 

標本調査 

・国勢調査（全数調査）でも５年に１回 

・標本調査で、いかに、精度をあげるかがポイント 
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いろいろな標本調査 

集落抽出法 

層化抽出法 

二段抽出法 

母集団の構成単位の一部の集まり（集落）を抽出し
た上で、集落内の構成単位を調査する方法 

母集団を分割して、幾つかの部分母集団を作り、
各部分母集団から標本を抽出する方法 

集落抽出法によって抽出した標本集落から再度、
抽出して標本を得る方法 

母集団

標本
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講義① 

労働にかかわる統計 

講義② 

公的統計データの中には、 
いろんなデータがあるよ。 
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労働にかかわる統計調査 

   
国勢調査（全数調査、５年ごと） 
 → 人口及び世帯や就業状態などの調査 
 

労働力調査（標本調査、毎月） 
 → 就業及び不就業の状態などの調査 
 

毎月勤労統計調査（標本調査、毎月） 
 → 現金給与額や、労働時間などの調査 
 

就業構造基本調査（標本調査、５年ごと） 
 → 就業及び不就業の実態などの調査 
 

など、 
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労働力調査とは 

   

◆対象 
   全国約4万世帯を対象（15歳以上） 
       →層化２段抽出法 

景気判断、雇用対策などの基礎資料 

◆内容 
  月々の就業・失業の状態を把握 
       →産業・職業・就業時間等の就業状況 
         失業・求職の状況 
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月末１週間に収入になる仕事を 

仕事を 
休んでいた 
 
     

仕事を 
探していた 
 
     

家事や通学等
をしていた 
 
     

従業者 
     

休業者     

完全失業者 
     

非労働力人口   

就業者 
     

労働力人口 
     

しなかった した 

 尋ね方から見る用語 
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労働力人口を 
もとに考えてみよう。 

近年、 
   雇用状況は、 
      どうなっているの？ 
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 労働力人口は近年増加 

   

資料：総務省「労働力調査」 
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＝       ×100 

雇用状況を判断する 
一つの指標として、 

完全失業率があります。 
   

完全失業率 
 

完全失業者 
労働力人口 
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完全失業者は近年減少 

   

資料：総務省「労働力調査」 
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 完全失業率は近年低下 

   

資料：総務省「労働力調査」 
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完全失業率が低下 
しているから、すぐに、 

雇用はよくなっている 
とは言い切れません。 
 

非労働力人口も 

見る必要があります。 
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労働力人口 非労働力人口 

完全失業者 

 

 

就業者 

 

 
完全失業率＝２÷１０＝０.２ 

 

完全失業率＝１÷１０＝０.１ 
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労働力人口 非労働力人口 

完全失業者 

 

 

就業者 

 

 
完全失業率＝２÷１０＝０.２ 

 

 

完全失業率＝１÷９＝０.１１１… 
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非労働力人口も近年減少 

   

資料：総務省「労働力調査」 

4358 4375
4407

4446 4473
4517 4540

4506 4489 4473
4423

2900

3100

3300

3500

3700

3900

4100

4300

4500

4700

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

非労働力人口の推移（万人）

資料：総務省「労働力調査」 22 

http://new.censusatschool.org.nz/wp-content/uploads/2012/11/data-detective1.pdf
http://new.censusatschool.org.nz/wp-content/uploads/2012/11/data-detective1.pdf


完全失業率が低下 
していることに加え、 

非労働力人口も減少 
していることから、 

雇用はよくなって 
きている 
ことがわかります。 
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講義① 

政府統計の使い方 

講義③ 

「e-stat」を使って、 
データを入手してみよう。 
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 『ｅ－ｓｔａｔ』 とは・・・ 

政府統計の「総合窓口」です。 
 →各省庁が公表する統計データを  

   検索することができます。 
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「e-stat」を検索 

『ｅ－ｓｔａｔ』 を見つけよう！ 
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これが『ｅ－ｓｔａｔ』のトップページです。  

『ｅ－ｓｔａｔ』 を見つけよう！ 
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 実例（岐阜県の労働力人口） 

「都道府県・市区町村のすがた」を選択 
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「地域別統計データベース」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「都道府県データ」の●を確認し、 

「地域選択」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「岐阜県」→「項目選択」を選択 

  

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「労働」→「労働力人口」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「項目選択」→「統計表表示」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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２０１０年は1,082,932人  

これで終わりではありません。 

ここからがすごいです。  

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「表レイアウト・年度変更」を選択  

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「調査年」に「８」を入力し、 

「統計表表示」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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過去８回分が表示されました！ 

さらにこの表が、 

瞬時にグラフに変わります。 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「グラフ表示」を選択 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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グラフが完成しました！ 

 実例（岐阜県の労働力人口） 
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「主要な統計から探す」を選択 

（実例）労働力調査から調べる 
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「労働力調査」を選択 

（実例）労働力調査から調べる 

41 



「全国」の「2016年」を選択 

（実例）労働力調査から調べる 
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「ｅｘｃｅｌ」を選択 

（実例）労働力調査から調べる 
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データが見つかりました！ 

（実例）労働力調査から調べる 
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信頼性の高い 
公的統計調査を使い、 
正しくデータを扱うことで、 
説得力がアップできます！ 

みなさんの活躍を 
期待しています。 

頑張ってね。 
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